
　東京農業大学の創設者である榎本武揚公は、未知なるものにひるまず、困難に立
ち向かうことの大切さを、「冒険は最良の師である」とオランダ語の書に表現して
知人に贈っています。東京農業大学稲花小学校の教育の理念「冒険心の育成」はこ
の言葉に基づいたものであり、未知なる新しい世界に挑む気骨と主体性を持ち、本
気になって取り組み、科学的・実践的に学ぶ人間を育てます。

●東京農業大学が専門とする「生き物」や「自然」、「食」に関す
る体験型学習の時間を数多く設定しています。活動のフィールドとして、隣接する
東京農業大学世田谷キャンパスや厚木キャンパスを活用するほか、宿泊学習では富
士農場や北海道オホーツクキャンパス、宮古亜熱帯農場への訪問なども予定してい
ます。また、１年生から理科、家庭科の授業を実施します。

●１年生から毎日 1時間（45 分）、ネイティブの外国人講
師によるオールイングリッシュの授業を展開します。また、講師は休み時間や給食
の時間なども可能な範囲で児童と時間を共にし、児童に英語でコミュニケーション
をする機会を提供します。

●豊富な体験活動や英語科の授業と、国語や算数などの一
般的な教科の質を両立するため、時間割は１日最大７時間（１年生は週１日のみ）
とし、子どもたちの状況を見ながら、丁寧にカリキュラムを進めます。

●新しい校舎は、すべての教室に電子黒板が標準装備されていま
す。ホワイトボードとして板書も可能なため、デジタルとアナログのそれぞれの特
徴を踏まえた新しい授業スタイルの確立をめざしています。

●校内の給食室で調理される毎日の給食は、大切な「食育」の時
間です。食事の重要性や食品に関する知識、食材の生産等にかかわる人々への感謝
の心を学びます。

上級学校に
進むには

東京農業大学第一高等学校中等部への内部進学については、
一定の学力基準を設けることを検討しています。

　夏秋　啓子　

　東京農業大学は、農学・生命科学分野に特化した全国でも数少ない大学です。「農学」
は自然や食、地球環境と実に幅広いテーマを対象としています。これらは生活に身近
なものであり、人間が生きていくうえでとても大切なことです。そして、身近である
がゆえに、大学の教育・研究資源が小学校の教育にも活用できると考えました。
　小学校の名前に用いられた「稲花」は、東京農業大学の「大学の花」でもあります。
子どもたちが、まるで１本の穂に 200 粒近い「コメ」を実らせる稲のように、様々な
力と可能性を育んでいくことができたらと思います。

▼　　　　　　▼　　　　　　▼
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